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占
霊
湾
ミ
北
海
道
三
の
農
業
上
生
産
力
の
比
較

渡

逢

侃

芸
的
と
北
海
道
と
を
比
較
す
る
。
本
邦
内
で
の
怒
と
暑
の
極
端
な
る
土
地
で
あ
る
。
相
隔
る
こ
と
千
里
に
近
い
。
併
も
相
似
た
る

も
の
を
護
見
し
得
な
い
で
は
な
い
。

隔
る
と
と
の
最
大
な
る
は
緯
度
の
相
遣
で
あ
る
。
蚕
間
の
中
心
嘉
義
附
近
に
北
間
師
線
が
通
っ
て
居
て
之
れ
か
ら
市
が
熱
帯
閏
内

に
入
る
の
で
あ
る
。
加
ふ
る
に
黒
潮
が
岸
を
洗
ふ
の
で
視
度
は
厭
が
上
に
も
高
い
の
で
あ
る
。
斯
く
祖
熱
に
車
ま
れ
た
る
事
的
で
は

水
稲
を
二
作
と
る
の
は
正
常
で
あ
る
。
唯
之
に
は
法
翫
水
の
充
分
な
る
と
と
が
必
要
で
あ
っ
て
、
共
の
充
分
な
ら
ざ
る
慮
に
於
て
、

例
へ
ば
嘉
市
大
別
直
域
内
に
於
て
は
出
海
水
充
分
な
ら
ざ
る
故
金
耕
地
を
直
剖
し
共
一
二
分
一
に
一
期
作
に
充
分
な
る
丈
け
の
水
を
給

す
る
の
で
年
一
作
で
る
り
、
叉
多
く
の
看
天
間
と
栴
す
る
問
地
は
、
或
は
年
初
の
、
或
は
年
央
の
、
多
雨
期
に
於
て
の
み
稲
作
を
す

る
と
と
に
よ
っ
て
一
期
の
み
稲
作
を
友
す
の
で
あ
っ
て
、
会
く
水
の
闘
係
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
正
常
の
朕
態
で
は
水
稲
を
二

作
穫
り
、
共
上
に
十
二
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
の
冬
に
小
委
だ
の
亜
麻
だ
の
馬
鈴
英
一
だ
の
種
々
の
疏
菜
を
耕
作
し
得
る
の
で
あ
る
か

ら
、
林
太
e

北
海
道
の
所
謂
夏
作
な
る
も
の
貫
際
は
夏
収
作
即
ち
春
作
で
あ
っ
て
、
所
謂
秋
作
、
正
し
く
は
秋
牧
作
、
置
は
夏

作
に
謝
す
る
作
物
で
る
る
:
ー
が
此
庵
で
は
全
く
の
多
作
で
あ
る
。
此
の
小
委
等
の
盟
凶
を
司
配
す
る
天
候
要
素
は
気
視
で
あ
る
が

港
湾
と
北
海
道
と
の
農
業
上
生
産
力
の
比
較

li 



護
措
悶
と
北
海
道
と
の
位
業
上
生
産
力
の
比
較

五
四

共
の
低
冷
は
盟
作
を
又
北
八
一
回
同
協
は
不
作
を
す
氷
さ
し
む
る
と
云
ふ
。
尤
も
此
の
賠
は
北
海
道
と
似
て
居
る
か
と
忠
は
れ
る
。
北
海
道
で

も
小
委
や
頭
肺
の
盟
作
は
夏
季
低
温
の
年
に
得
ら
る
L
傾
向
が
あ
る
。
此
程
作
物
に
劃
し
て
は
油
和
な
る
長
期
の
生
育
期
間
が
必
要

な
の
で
あ
る
。
唯
蚕
湾
の
冬
は
北
海
道
の
夏
に
近
い
と
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
斯
く
の
如
き
気
候
の
放
に
斑
熱
帯
性
帯
性
の
果
'
賀

バ

ナ

ナ

パ

パ

ヤ

疏
菜
の
種
類
産
額
が
盟
富
な
る
と
と
は
華
鴎
の
特
徴
で
あ
る
。
美
味
な
る
柑
橘
・
考
古
漁
・
木
瓜
は
多
量
に
産
し
盛
ん
に
移
出
さ
れ
る
。

珍
奇
な
熱
帯
来
貫
中
に
は
輪
迭
に
趨
せ
ぬ
も
の
も
る
る
が
方
法
に
よ
っ
て
は
市
場
に
出
ゃ
う
。
冬
季
開
草
惑
を
生
産
し
得
る
と
と
を

設
明
し
つ
L
あ
る
試
験
場
も
あ
っ
た
。
唯
市
方
で
は
府
脇
の
様
友
疏
菜
は
出
来
ぬ
が
、
之
も
山
地
の
高
度
に
よ
る
低
調
川
を
利
用
す
れ

ば
、
可
能
性
が
な
い
で
は
な
い
。

各
種
産
物
が
輸
送
の
便
宜
を
得
れ
ば
本
邦
各
地
や
海
外
に
移
輸
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
一
方
か
ら
一
五
へ
ば
、
本
邦
各
地
及
海
外
の

同
種
生
産
物
へ
の
競
争
と
な
・
る
。
然
し
乍
ら
他
に
出
来
ぬ
も
の
、
他
で
は
高
債
に
し
か
出
来
ぬ
も
の
を
出
す
と
と
は
他
を
利
す
る
所

以
で
あ
る
。

相
症
の
第
二
の
賠
は
居
住
ん
租
の
相
遣
で
あ
る
。
北
海
道
の
先
住
民
族
た
る
ア
イ
ヌ
は
共
教
も
少
く
経
情
的
買
力
も
皆
無
と
一
五
ひ

て
可
で
あ
り
、
現
住
者
の
大
部
分
は
府
腕
よ
り
移
住
し
た
る
大
和
人
種
で
あ
る
。
之
に
封
し
嘉
崎
で
は
、
先
住
民
放
た
る
高
砂
族
は

北
海
道
の
ア
イ
ヌ
放
程
で
は
な
い
が
茜
多
数
で
は
な
く
、
経
済
的
賢
力
亦
若
し
い
も
の
が
な
い
と
と
は
似
て
居
る
が
、
現
住
者
の
多

教
が
封
岸
大
陸
よ
り
移
住
し
た
る
漢
人
種
で
あ
り
、
共
経
済
上
特
に
持
動
力
と
し
て
の
勢
力
は
堅
倒
的
で
あ
り
、
府
鯨
人
よ
り
の
大

和
人
程
は
数
は
少
く
、
政
治
経
済
の
枇
合
組
織
内
に
あ
っ
て
上
位
に
は
居
る
が
、
附
労
働
力
を
持
つ
こ
と
少
き
こ
と
で
あ
る
。
蚕
的
は

此
の
貼
に
於
て
日
本
本
土
と
具
り
朝
鮮
と
近
似
せ
る
と
と
L

な
る
。
然
れ
ど
も
朝
鮮
は
現
住
人
種
が
故
土
と
す
る
地
で
あ
る
に
封
し

事
簡
は
現
住
人
種
が
近
代
の
移
性
者
た
る
も
の
で
あ
る
。
此
は
北
海
道
と
似
た
る
貼
で
あ
る
。

近
似
的
な
る
鮪
を
奉
ぐ
れ
ば
、
北
海
道
も
嘉
湾
も
本
邦
経
済
の
中
心
よ
り
隔
た
れ
る
謹
総
で
あ
り
、
遠
心
的
な
航
民
地
で
る
る
と



と
を
第
一
と
す
る
。

試
み
に
本
邦
経
済
の
中
心
を
来
は
京
演
、
西
は
阪
榊
、
二
地
方
に
取
り
圏
を
描
く
。
共
の
困
は
二
地
方
を
焦
貼
と
す
る
格
闘
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此
の
図
が
大
な
れ
ば
大
な
る
丈
一
一
焦
黙
が
一
中
心
に
似
た
も
の
と
な
り
、
闘
は
闘
に
近
く
な
る
も
の
で
あ
る
。

此
の
園
居
の
同
位
に
あ
る
も
の
は
梓
太
・
北
海
道
・
東
北
と
九
州
・
沖
縄
・
蚕
簡
で
は
る
る
ま
い
か
。
之
れ
は
経
済
地
理
阜
の
一
四

論
た
る
チ
ユ
l
ネ
ン
闘
で
あ
る
。
即
ち
産
物
は
中
心
市
場
に
生
産
要
件
は
中
心
市
場
よ
り
運
搬
せ
ら
れ
る
の
で
そ
れ
だ
け
中
心
市
場

よ
り
隔
た
れ
る
生
産
は
不
利
で
あ
り
土
地
の
利
用
は
粗
放
と
な
る
。
従
っ
て
周
縁
土
地
の
利
川
法
は
原
始
的
な
る
翻
を
興
へ
る
が
、

そ
れ
は
必
や
し
も
経
済
護
建
に
遅
れ
た
る
が
故
と
は
一
五
ひ
難
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
経
済
護
達
の
尖
端
で
あ
り
得
る
が
屡
E

遅
れ
る

場
合
が
あ
る
。

此
の
周
縁
的
性
質
は
共
同
内
の
農
業
経
替
に
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
か
。
第
一

K
は
土
地
利
則
が
組
放
と
な
り
経
叫
門
局
面
杭
が
大

と
な
る
。
第
こ
に
は
栽
植
的
原
料
生
産
を
な
し
農
産
加
工
が
行
は
れ
る
。
第
三
に
は
チ
ユ
l
ネ
ン
聞
に
関
係
な
き
自
給
自
足
的
農
民

生
活
が
あ
る
と
云
ふ
と
と
で
あ
る
。

書
簡
農
家
の
経
済
紙
態
を
少
し
く
検
討
し
ゃ
う
。
組
括
的
統
計
の
釘
比
計
算
を
泣
す
と
弐
の
如
く
で
あ
る
。

一
農
産
総
額
一
耕
地
面
積

8
一
農
家
戸
数
一

一

円

一

一

一

一

戸

一

六
五
十
三
年
一
一
一
五
一
品
、
老
回
、
一
一
三
七
八
五
、
回
コ
六
・
o
二
三
九
O

、一一ニ四一

同
十
四
年
一
一
一
一
史
、
O

回
口
三
一
宅
一
七
九
九
、
五
一
?
=
o
一
一
二
九
一
一
一
、
主
七
一

昭
和
元
年
一
一
一
九
一
、
完
一
、
売
品
一
八
一
回
、
五
四
五
・
克
一
一
九
九
五
、
八
一
八
一

同
二
年
一
一
一
宝
一
、
因
。
、
完
占
一
三
一
、
思
一
言
一
回
一
一
一
一
九
八
、
吉
一
一
一

一
農
家
-
戸
山
市
同

一
農
産
一
耕
地
雨
一
度

一
償
額
一
積
(
甲
〉
一
人

人

一

円

一

一

ニ、=一
C

玉、=一三一一六五口・一二一一一二・
O

一一

二、=一三九、六四七一七八ニ・一石一ニ・ou一一

=
、
=
石
占
、
(
〕
回
一
主
占
一
毛
・
四
国
一
ニ
・
O

五一

二、回口一、八一六一六八ニ・九担
-

z

・0
六一

白半

号た

農
業
人
口

墓
描
内
と
北
海
道
と
の
民
業
上
生
産
力
の
比
較

一

段

産

償

額

業
一
一
耕
地
法
人
口

口
一
一
中
食
一
人
法

人

一

一

五・九一一一一一一八・一一圭

r?
九一一夫五・一一八一

六・o一一二一夫
-
Z
五一

穴・
0

一三八一・六五一

一一
0

・0八
一旦一・会八

一三了八口

一一三・回
z-

五
五



譲
舗
内
と
北
海
道
と
の
農
業
上
生
産
力
の
比
較

同同同問同肺I阿

九八七六百.四三

年年年年{，Iミ!'I三年

ニ
九
三
、
九
一
宅
、
八
(
〕
一

旦
{
〕
一
、
八
穴
七
、
九
一
章

一
五
九
、
百
一
六
O
、
さ
プ
九

己
(
〕
九
、
九
日
4
2
、
一
九
八

一
石
八
、
九
六
}
一
、
占
O
四

一
一
-
石
、
八
九
回
、
一
エ
(
〕

一
石
]
一
、
九
(
〕
九
、
品
。
力

ハ
ニ
九
、
一
雪
一
回
・
一
回
一

八
百
一
。
、
0

0
・
一
八
一

八
一
宅
、
一
一
己
一
一
・
回
口
一
一

八
一
一
豆
、
回
(
)
六
・
一
一
一

八
=
ぉ
、
さ
完
・
九
九
一

八
四
五
、
回
己
九
・
一
九
一

八
五
一
、
三
一
一
回
・
一
一
一
一
一
一

四
O
玉、円八一一↑

問
。
-
省
、
七
回
一
一

四
一
一
、
z
石
七

回
一
回
、
八
六
O

問
。
回
、
C
C
ニ

四
O
六
、
一
二
一
ι

四
一
一
、
九
八
一

一一一一一一一一一一一一一一、、、、、、、
-e プミミ ヨヨ三 三E ヨ三 Vヨ 区ヨ
Cコ三三ー己/、 Z竺/、三E
CコllEl Tて三五区ヨプじ/、
、、、、、、、
A， IZヨヒコ竺f'Sご二こ三
グ~ ノ、 cコヨる CコR宝章 ミ正
亡コ三五三三三 ブv g玉1-e A， 

-e "'玉三 フ匂 三五;k ベヨ ベヨ
ーー/、ブv Cコミ~ gヨ zユ
Eコベ二 cコフ可 ζコ亡コ gs
・
A， グし 主昆 ←-gヨ Fゴ jも
/、 ブL Cコ三三 -e 長百-

-一・

0
五一

一一・。四一

-一・
0
四一

一一・
0
一一

}一・
O
八一

一一・
O
八一

一一・

2
一

五
六

六
・
一
一

六
・
一
一

六
・
二
一

六・一一一

六
・
四
一

」
、
・
邑
一

シ
ヨ
-

六
・
穴
一

旦
一
九
回
。
四
}

立
六
一
一
一
・
六
九

一ι(〕九
-uヱハ

一
五
一
・
旦
回

一ι一二一ニ・一一一

ニ
八
一

-zh屯

一一一四回
e
。
六

一
一
九
・
五
占

一
ニ
一
・
一
石

一〔〕ニ・一一一四

八
一
・
ニ
八

一
〔
〕
八
三
五

九
0
・一一一回

一
O
八
・
回
車

此
等
の
数
字
は
ず
公
的
農
業
が
内
地
府
服
農
業
に
比
し
一
一
経
皆
吉
耕
地
が
大
で
、
耕
地
而
枝
問
単
位
営
粗
牧
入
は
低
い
方
で
あ
る
が
東

北
等
よ
り
は
優
る
か
も
知
ヰ
ヂ
、
一
農
家
首
の
人
口
は
相
営
大
で
あ
る
が
人
口
一
入
賞
組
枚
入
は
少
く
な
い
と
と
を
一
不
す
。
北
海
道

は
之
よ
り
も
経
待
問
杭
が
大
で
(
約
二
倍
)
耕
地
面
積
単
位
営
粗
牧
入
は
高
一
低
く
(
約
字
分
)
一
農
家
人
口
は
和
少
〈
、
一
人
世
粗

牧
入
は
柏
多
い
か
と
岡
山
は
る
。
(
「
日
本
氏
業
の
展
望
」
中
抑
制
稿
六
七
四
頁
を
参
照
せ
ら
れ
た
し
)

弐
に
農
業
経
営
の
規
模
等
を
和
詳
細
に
調
べ
た
も
の
欧
洲
大
戦
直
後
頃
と
段
近
と
比
較
し
た
も
の
を
摘
げ
る
。

農

耕

地

れ

替

規

模

別

昭 大

平日 百{

七 十

!<p !<p 

一
百戸 百戸

ιノJ 数l't ιメリ 塁1't走
比数 上ヒ数

五ー

"'" 一一日 分区一E遇 一一、 一三二三E・三三三コ 4/333 11、、 未- 区ヨ 尚ー
ニー
ニユ Z主

ofi 

=ー4ζ-二~コ ミR44ヨヨニ二、 zニz二プmマ、
4a 2p 

川/-恒、 三三3三b三三 止二

"'" 
三ーご-一-三己二己 zC巳一ョコココ、s 

ごコブU
三ii.、

ノ、 ニニ
ー- h， 

一
三昆

，フ仁ー恒・勺コ ョ3フ三gs三匂寄ヨ、ミ与

甲

プと区三・百マ三 一4C-コ2 、a 
以

正二

一

-ーに'"コ3 

"区H・宝、1三区二t二野主、

甲
ζ二〉、 以

皇室 ヒ

五
甲

ー一 Cコ 以三五三 、 二二 、

二-三 三プ百て三 Eニ-司 プー5三て l二
du こニ

七

h， 

ーZノ・二、- /プ4戸恒、2 、マ
z ニュ-10:、

三区正田 ミ区昆ヨ

一 回
ノ、
区"l = 
、 、

一一ーg吾呂犬

経
皆
教
は
綿
聞
と
し
て
約
一
一
割
を
減
じ
て
居
、
而
も
そ
れ
は
二
叩
以
下
の
小
経
営
の
減
少
と
し
て
搬
は
れ
、
二
叩
以
上
の
杭
告
は

相
官
の
増
加
を
見
て
居
る
。



農

耕

地

所

・

有

規

模

別

昭 大

手日
正

十
七

一

年 年

百戸 百戸

分 分

比数 比重主

五

毛 dヨuミ
回ニT-/r・ニミ、 戸ニブzー巳1、乙J 

分
未

=f二2 三プ4E3E ミミ
iiお

五

三正 ヱユ プノ、マ
分

二二三正 主1
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所
有
者
数
は
会
躍
と
し
て
起
し
く
減
少
し
特
に
二
巾
以
下
に
於
て
著
し
く
、
比
率
と
し
て
も
、
五
分
以
下
に
減
少
が
あ
り
、
五
分

以
上
に
於
て
は
増
加
を
見
て
居
る
。

最
も
隔
年
の
比
較
は
調
禿
標
準
に
差
あ
る
や
も
知
れ
な
い
か
ら
推
移
と
考
ふ
べ
き
や
は
疑
問
で
あ
る
。

，
次
に
蓋
的
に
於
け
る
代
表
的
政
業
舵
替
な
る
稲
作
経
営
と
原
作
れ
替
の
規
模
集
約
度
を
調
べ
ゃ
う
。
以
下
は
執
れ
も
多
数
民
業
杭

皆
の
簿
記
統
計
で
あ
っ
て
最
も
信
恋
す
る
に
足
る
も
の
と
せ
ら
る
。

大
h
七
年
同
月
よ
り
川
十
年
同
月
に
至
る
三
ヶ
年
間

地
方
中
等
自
作
法
門
家
を
調
高
し
た
る
も
の
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此
程
の
調
奈
は
、
調
奈
良
家
の
選
揮
に
閲
す
る
棋
準
の
差
異
が
あ
り
、
調
布
記
帳
の
正
確
さ
に
疑
問
も
あ
る
が
、
唱
な
る
推
計
や

不
正
確
な
る
聴
取
で
な
く
担
に
か
く
記
帳
に
よ
っ
た
の
で
る
る
か
ら
、
大
に
信
漉
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

之
で
見
る
と
、
大
正
七
年
乃
五
十
年
の
高
物
一
慌
の
頂
賭
と
、
昭
和
六
七
年
の
低
物
慣
時
代
と
の
封
比
で
、
後
期
は
家
族
数
を
増
加

し
、
現
金
支
出
と
し
て
見
た
る
附
労
働
突
を
増
加
し
て
居
る
。
前
期
に
於
て
は
版
作
舵
替
の
規
模
は
稲
作
よ
り
大
な
る
と
と
な
く
家
紋

少
く
雇
人
貨
と
現
金
支
出
家
計
究
の
和
で
表
現
せ
る
労
働
費
低
く
、
耕
地
単
位
面
積
営
労
働
費
に
て
去
現
せ
る
集
約
度
も
低
か
っ
た

様
で
あ
る
が
、
後
期
に
は
反
釘
に
原
作
法
が
世
帝
艮
多
く
、
自
替
地
面
積
は
花
ヱ
へ
と
な
り
、
集
約
度
は
低
い
が
、
全
館
と
し
て
の
労

働
究
は
大
な
る
も
の
と
な
っ
た
。

附
和
問
年
度
の
事
的
の
企
業
的
民
業
経
俸
調
茶
は
粧
皆
吉
事
者
の
詑
帳
調
読
を
取
纏
め
た
も
の
で
、
「
斯
か
る
複
雑
な
る
記
帳
調

茶
は
本
島
に
於
て
は
最
初
の
試
み
で
、
調
奈
良
家
が
斯
種
調
脊
一
に
慣
れ
ざ
る
借
地
、
記
帳
上
正
確
を
扶
き
取
糎
も
完
全
を
期
し
件
な
か

っ
た
」
と
云
ふ
も
の
で
あ
る
が
、
之
が
材
料
を
利
用
し
て
取
拾
し
て
次
の
如
き
算
出
を
な
し
た
。
企
業
的
れ
替
の
僚
件
は
杭
営
面
税

の
大
部
分
に
就
き
自
営
を
な
す
も
の
(
私
は
自
作
及
承
賎
即
ち
小
作
自
営
の
面
松
の
み
を
算
出
し
た
)
、
抗
告
耕
地
面
杭
の
大
部
分
に

単
一
作
物
の
栽
培
を
な
す
も
の
、
絞
後
耕
地
而
積
は

水
稲
栽
培
を
な
す
も
の
は
一

O
川
中
歩
以
上
ハ
但
菱
東
花
蓮
港
雨
臆
は
五
甲
歩
以
上
)



甘
牒
栽
培
を
な
す
も
り
は
二

o
m歩
以

上

(

何

事

東

花

蓮

港

南

擦

は

一

O
巾
歩
以
上
〉

の
如
き
標
準
で
、
主
と
し
て
本
島
人
の
粧
皆
で

b
る
。
即
ち
前
調
官
引
が
標
準
農
家
経
営
で
あ
る
に
封
し
之
は
よ
り
大
た
る
経
営
の
割

安
.
で
あ
る
。
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此
稲
作
・
加
作
雨
極
経
皆
を
比
較
す
る
と
、
稲
作
経
替
は
三
五
町
位
で
最
大
の
企
業
的
経
替
で
あ
っ
て
、

。
企
業
的
経
替
で
あ
る
。
之
に
封
し
出
作
粧
替
は
三

O
町
以
上
で
も
企
業
的
経
営
の
小
た
る
も
の
で
、
百
町
以
上
の
経
皆
も
あ
り
作

る
の
で
あ
る
。
稲
作
経
詩
は
一
期
・
二
期
に
沙
り
、
各
種
作
業
が
よ
く
各
季
に
分
配
さ
れ
、
臨
時
に
多
数
の
努
力
を
要
す
る
と
と
が

一
五
町
以
下
で
も
普
通



少
い
か
ら
臨
時
傭
労
力
を
川
ふ
る
こ
と
が
少
く
、
定
傭
も
比
一
収
的
少
く
、
出
家
族
勢
力
の
多
数
を
擁
す
る
農
家
の
寧
ろ
労
作
的
な
る
粧

川
町
と
見
得
る
。
之
に
封
し
出
作
粧
伎
は
家
族
附
労
働
力
の
大
た
る
場
合
も
る
る
が
、
常
傭
力
の
多
数
と
、
之
に
も
増
し
て
臨
時
傭
労
力

の
多
数
を
則
ひ
て
経
替
せ
ら
る
L
と
と
が
明
か
で
あ
る
。

然
ら
ば
稲
作
民
業
を
持
作
的
な
ら
し
め
、
所
一
作
民
業
を
企
業
的
な
ら
し
む
る
理
由
は
何
で
あ
る
か
。
稲
作
法
業
経
川
町
山
は
乎
功
を
要

す
る
と
と
多
く
、
機
械
を
問
ふ
る
と
と
少
き
に
割
し
、
出
作
法
業
経
替
に
は
機
械
を
用
ふ
る
と
と
多
き
も
の
と
も
せ
ら
る
L

で
る
ら

ぅ
。
併
し
友
が
ら
版
作
民
業
に
機
械
を
朋
ふ
る
と
云
ふ
も
、
深
排
に
蒸
汽
惣
を
用
ふ
る
程
度
の
も
の
で
、
そ
れ
も
一
般
的
で
は
な
く
、

共
作
係
自
杭
付
・
除
草
・
培
土
・
収
穫
の
全
功
程
に
至
つ
て
は
殆
ん
ど
全
く
手
功
の
み
で
行
は
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
機
械
を
川
ふ
る

は
甚
だ
少
い
。
故
に
之
を
以
て
稲
作
粍
慢
を
附
労
作
的
と
し
版
作
経
営
を
以
て
企
業
的
と
す
る
金
要
因
と
す
る
を
仰
な
い
。
私
は
寧
ろ

出
作
を
最
近
の
著
し
い
進
歩
に
よ
り
最
も
利
径
あ
る
栽
培
事
業
た
ら
し
め
た
と
と
が
共
主
要
因
た
り
と
す
る
も
の
で
あ
る
e

人
々
は

稲
作
版
作
の
相
弛
を
問
題
に
し
た
。
撚
し
乍
ら
統
制
な
き
稲
作
産
米
は
統
制
あ
る
版
作
産
粧
の
敵
で
は
な
く
、
後
者
が
平
く
恐
慌
乞

克
服
し
凱
歌
を
邸
中
げ
て
肘
る
と
併
す
べ
き
で
あ
る
。
共
詮
操
を
一
つ
皐
げ
や
う
。
私
は
総
有
府
及
び
大
日
本
製
糖
株
式
命
日
枇
の
好
意

に
よ
っ
て
嘉
南
大
川
三
年
輪
医
域
を
硯
察
し
た
が
、
此
の
区
域
の
農
業
が
慌
概
水
の
供
給
の
統
制
下
に
整
然
と
出
作
区
、
夏
季
水
稲

作
医
及
び
雑
作
直
、
即
ち
主
と
し
て
甘
藷
を
耕
作
す
る
匿
を
劃
し
て
居
る
も
の
で
る
る
が
、
事
震
は
雑
作
医
に
も
相
官
に
仲
川
町
出
が
栽

話
u
d
れ
て
る
る
と
と
を
見
た
と
と
が
そ
れ
で
あ
る
。
製
糖
合
枇
側
は
最
初
此
の
削
粧
替
地
方
で
出
作
を
主
と
す
る
の
で
約
作
を
可
能

た
ら
し
む
る
出
蹴
の
計
劃
を
好
ま
た
か
っ
た
か
と
思
は
れ
、
特
に
最
近
水
約
を
夏
季
作
だ
け
で
な
く
二
作
し
た
い
と
云
ふ
希
望
も
あ

る
の
で
脅
威
を
感
じ
て
居
る
か
と
も
忠
は
る
L
節
が
あ
る
が
、
町
市
も
杭
付
首
時
治
概
す
る
と
と
は
趨
宮
で
あ
り
、
甘
山
川
牧
穫
後
株

出
訟
に
よ
り
更
に
一
度
牧
穫
す
る
な
ど
で
、
雑
作
阪
に
も
甘
肢
が
相
営
に
は
い
っ
て
居
る
現
欣
と
き
い
た
。
共
他
一
般
に
出
作
は
そ

れ
程
心
配
な
く
維
持
さ
れ
て
居
る
も
む
と
見
え
る
。
或
は
今
後
増
加
の
飴
地
も
少
く
な
い
で
あ
ら
う
。

議
構
内
と
北
海
道
と
の
農
業
上
生
産
カ
の
比
較

-~ 
ノ、



議
湾
と
北
海
道
と
の
民
業
上
生
産
力
の
比
較

四

一一k‘ ，、

沖
縄
・
喜
一
階
と
北
海
道
・
梓
太
と
の
近
似
賠
D

一
つ
を
産
糖
地
た
る
と
と
に
見
る
。
栽
培
原
料
と
し
て
前
者
は
甘
加
を
、
後
者
は

甜
菜
を
と
る
と
と
を
異
に
す
る
が
、
共
製
品
は
同
じ
砂
糖
で
あ
る
。
沖
縄
e

蓋
轡
で
は
廿
前
栽
培
と
製
糖
と
は
主
要
良
工
業
で
あ
っ

て
、
蓋
間
は
農
耕
地
約
八
十
高
町
(
巾
)
中
甘
照
十
寓
町
、
沖
縄
は
農
耕
地
約
六
南
町
中
甘
民
一
寓
五
千
町
で
あ
る
。
北
海
道
で
は

農
耕
地
約
八
十
高
町
中
甜
菜
一
高
町
、
持
太
で
は
農
排
地
二
寓
町
中
甜
菜
二
千
町
で
あ
る
。
即
ち
沖
糊
が
最
終
問
分
一
、
議
問
八
分

一
で
あ
る
。
共
中
華
的
と
北
海
道
の
原
料
作
付
面
積
・
単
位
而
積
首
・
原
料
牧
穫
高
・
原
料
単
位
営
・
砂
糖
歩
留
・
単
位
面
積
首
産

糖
傾
並
び
に
砂
糖
単
位
問
中
誕
生
産
費
の
比
較
を
示
せ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。
(
主
と
し
て
第
二
十
四
選
海
糠
業
統
計
・
蚕
務
総
督
府
殖
産
局
特

産
謀
、
昭
和
十
一
年
に
採
る
〉

lHf 

年 次|牧穫面積同甲笛牧量l歩留
大正予-4 85，150 46，199 q 

4-5 114，451 50，111 9 
5-6 129，662 65，463 ワ

6--7 150，450 45，314 9.16 
7-8 120，410 46.768 ヲ.37
8-9 108，376 40，438 9.71 

9-10 I i9.888 41，191 9.40 
10-11 142，032 47，544 9.50 
11-12 116，620 56，867 9.56 

12-13 123，233 63，243 10.28 
13-14 130，480 67，641 9.76 
14-15 123，426 69，802 10.43 

昭和1ー 2 101，531 73，002 10.30 
2-3 108，318 89，529 11.10 
3-4 120，046 102，394 11.70 

4-5 109，397 106.204 12.72 
5-6 99，094 110，477 13.5'1 
6-7 109，511 122，503 13.08 

7-8 84，330 104，485 13.40 
8-9 91，163 97，449 14.10 
9-10 12!，105 10，797 13.20 

11・j轡士会1 

北海道甜菜

年次|…1411i~ìJ吹量歩的
大正 9年 2，283B1561 46斤61 7.3 

l 1 O 1 45，，08220659882l，，082470 1 1 11..8 5 

12g;陸許 8mlm 2970 10.461 

13 8担問朋
31

2 
14 7.275.051 2，ラ031 11. 
15昭和定年 7，467.03 3，，O 

241 13. 
日百手n2 1 10，013.441 3，0801 12. 

3 10.340.06 3，367 10.8'1 
4 8.762.12 3，725 14.18 
5 9，134.52 3，475 12，05 
6 9，824.60 3，010 14.34 

7 8，6ラ1.87 3，291 14.51 
8 10，185.73 3，059 12.44 
9 10，063.45 2，989 15.011 
10 12，762.34 4，004 14.331 

2 



_~~1佼面積蛍産糖比較
(町蛍斤J

主F 次!甘 日主 ) 甜 茶

大正 8~ 9 
34  9--10 3，871 343.442 

10-11 4，516 2，408.076 

11-12 2，123.360 
12-13 6，501 3，106.620 
13-.-14 6，601 2，140.108 

14-15 7，280 2，863.432 
昭和 1~ 2 7，519 4，398.037 

2~ 3 9，937 3，757.600 

3-4 11，980 
4~ 5 

日111464，3う9020問9到4α 1 

日，282
5-6 4，187.375 

6~ 7 4，316.340 
7~ 8 4，775.241 
8-9 13，740 3，805.396 

9~10 14，625 4，486.489 
10-11 5，737.732 

3 

此
の
議
問
・
北
海
道
産
糖
力
の
比
較
を
述
べ
る
。
単
位
面
積

首
り
産
糖
額
は
前
者
は
後
者
の
三
倍
に
泣
い
。
4

ん
も
事
問
の
甘

庶
は
最
近
に
於
て
は
十
八
ヶ
月
も
岡
場
に
あ
る
も
の
で
、
北
海

道
甜
菜
の
六
ヶ
月
間
場
に
あ
る
の
L
ご
一
佑
に
舛
る
か
ら
、
即
ち

生
育
期
聞
が
三
佑
あ
る
の
だ
か
ら
同
一
面
積
で
ご
一
仰
の
欣
穫
あ

る
も
営
然
で
あ
る
。
唯
北
海
道
で
は
十
二
ヶ
月
白
一
年
中
、
生

育
期
間
の
六
ヶ
月
し
か
利
用
し
縛
な
い
の
だ
か
ら
、
嘉
門
の
十

ニ
ヶ
月
会
躍
が
利
用
さ
れ
る
黙
を
考
へ
、
同
じ
一
ヶ
年
で
は
土
佐

締
甘
照
は
北
海
道
甜
菜
の
二
倍
の
収
穫
を
皐
げ
て
居
る
程
度
で

あ
る
。
加
之
士
会
問
廿
庶
が
今
日
の
多
牧
を
得
る
以
前
は
北
海
道
甜
菜
が
今
日
得
る
産
糖
額
と
大
差
た
き
朕
態
で
あ
っ
た
の
で
、
北
海

道
甜
菜
も
、
基
間
サ
肢
の
如
き
改
良
が
得
ら
れ
る
は
迫
着
か
ぬ
も
の
で
も
な
い
と
思
は
る
L
も
の
で
あ
る
。
基
間
サ
肢
は
品
種
の
改

良
、
蒸
汽
型
に
よ
る
深
耕
、
法
概
、
手
用
屈
折
計
に
よ
る
闘
場
廿
煎
の
糖
分
検
定
等
に
よ
っ
て
非
常
な
る
増
産
を
得
た
。
北
海
道
甜

菜
も
品
種
。
改
善
、
病
品
等
の
防
除
等
に
よ
っ
て
牧
量
品
質
を
改
善
し
た
る
と
と
著
し
き
も
の
が
あ
る
が
未
だ
遠
く
蚕
時
サ
ボ
白
庄

糖
量
に
は
及
ば
な
い
。
砂
糖
の
生
産
費
と
し
て
比
較
す
る
も
速
く
及
ば
ざ
る
も
の
が
あ
る
。

芸

崎
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回
一
。
、
宝
三
一
一
、
五
八
九
一

盗
湾
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北
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選
湾
と
北
海
道
と
の
民
業
上
生
産
力
の
比
較
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此
数
字
で
見
る
と
蓋
崎
汁
加
に
比
し
北
海
道
市
楽
は
砂
糖
と
し
て
五
割
増
乃
五
二
倍
の
生
産
費
を
要
す
る
も
の
と
な
る
。

斯
か
る
故
に
、
北
海
道
甜
菜
奨
臓
は
州
制
緩
だ
と
の
非
難
も
出
る
の
で
あ
る
。
此
鹿
に
参
考
と
な
る
は
沖
縄
e

蚕
簡
の
比
較
で
あ
・

る。

沖

縄

黒

糖
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生

応

変
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河
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縄
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、
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年年年年

即
ち
沖
縄
黒
山
側
の
生
産
品
買
は
墓
濁
糖
の
二
!
三
倍
に
昇
る
も
の
で
あ
る
。
而
も
沖
縄
黒
糖
尿
業
保
護
の
筋
め
消
費
税
を
著
し
く
較

減
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

放
に
北
海
道
甜
菜
糖
に
封
し
消
費
税
を
軽
減
す
べ
し
と
云
ふ
の
で
は
な
い
。
消
費
税
を
納
付
し
て
向
ほ
甜
菜
製
加
工
場
が
相
営
の

利
訴
を
母
げ
て
居
る
と
と
は
弐
の
詑
事
で
明
か
で
あ
る
。

北
海
糖
好
醇
著
し
利
盆
率
は
四
割
に
上
る

政
府
は
北
海
道
奥
地
開
滋
の
見
地
か
ら
甜
菜
栽
惰
を
農
民
に
奨
励
し
て
ゐ
る
が
、
未
だ
溌
山
中
正
の
初
期
に
あ
っ
て
幾
多
考
慮
を
排
ふ
べ
き
品
陣
地
が

あ
る
。
北
海
道
制
捜
締
倉
祉
は
道
内
に
存
す
る
甜
茶
醐
仰
を
専
門
と
す
る
舎
一
昨
で
、
甜
菜
栽
塙
の
改
善
に
成
功
し
偶
々
糖
偵
の
好
調
に
合
し
て
近
年
蚕

掛
川
の
分
蜜
糖
を
扱
ふ
品
目
祉
と
同
様
に
基
磯
を
確
立
し
、
資
産
内
容
は
著
し
く
見
直
し
て
来
た
。
議
曜
円
分
・
後
続
は
配
分
協
定
の
束
縛
を
う
け
て
製
誌

の
自
肉
を
許
き
れ
な
い
の
に
反
し
甜
茶
拙
聞
は
政
府
の
助
長
政
策
と
相
倹
っ
て
今
後
準
展
す
る
徐
地
が
充
分
あ
り
、
蛍
分
間
一
枇
の
前
途
は
明
朗
性
を

持
ヲ
と
言
っ
て
い
い
。
ま
た
甜
茶
肱
聞
は
事
構
内
分
蜜
絡
の
端
境
期
に
出
廻
る
閥
係
か
ら
販
買
上
有
利
で
買
値
を
脱
さ
れ
る
懸
念
が
比
較
的
少
い
の
も

同
一
位
の
好
材
料
と
一
百
へ
る
。

創
立
以
来
廿
年
怒
っ
が
八
年
度
ま
で
は
不
成
績
の
連
緩
で
七
年
度
の
如
き
は
利
盆
金
四
万
闘
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
八
年
度
以
降
俄
然
見

院
し
奈
湾
の
一
流
合
枇
と
遜
色
な
く
利
益
率
は
却
て
高
い
ほ
ど
で
十
年
度
は
利
旋
金
百
六
万
闘
(
利
袋
率
三
割
四
分
〉
に
達
し
、
ま
た
内
輪
な
利

盆
金
出
品
分
を
し
て
ゐ
る
。
配
憶
は
十
一
年
度
か
ら
普
通
株
、
優
先
株
と
も
年
八
分
と
な
り
、
業
績
か
ら
見
て
今
後
の
八
分
間
常
総
絞
に
は
心
悶
な

く
一
、
二
分
槍
配
す
る
像
力
さ
へ
あ
る
。
餐
本
内
容
を
見
る
に
借
入
金
及
び
文
梯
手
形
は
五
百
五
十
四
万
閥
、
尤
も
こ
の
中
二
百
万
闘
は
十
勝
銭

道
へ
州
安
し
正
味
三
百
五
十
四
万
闘
に
及
び
排
込
資
本
金
(
三
百
七
十
五
万
闘
〉
と
同
紙
程
度
で
従
っ
て
文
梯
利
息
は
か
な
り
の
丞
荷
に
し
て
近

年
業
総
を
見
直
し
た
と
は
い
へ
な
か
な
か
容
易
で
な
い
が
、
低
金
利
の
影
響
を
う
け
て
利
息
負
拾
が
経
滅
さ
れ
た
の
と
遂
期
負
債
の
償
還
が
遜
ん

益
構
内
と
北
海
道
と
の
農
業
上
生
産
力
の
比
較

六一且



建
謝
肉
と
北
海
道
と
の
伎
業
上
生
産
力
の
比
較

、向、
ノ
」
ノ

で
ゐ
る
か
ら
き
し
て
前
会
を
悲
相
僻
し
た
も
の
で
も
な
い
。
ま
た
九
年
度
来
三
回
抑
込
を
徽
牧
し
手
許
は
控
官
と
な
っ
て
ゐ
る
が
、
設
践
勘
父
の
推

移
を
示
せ
ば
次
の
泊
り
円
陣
位
千
凶
〉

回
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五

月

占

4

0

九

計

一

、

室

六

二

、

四

六

五

八

年

五

月

七

、

六

五

五

回

、

回

一

八

三

、

O

占一一一

九

年

五

月

六

、

九

五

六

五

、

毛

穴

一

。

、

八

三

一

一

一

十

年

三

月

六

、

王

九

六

五

、

九

九

Q

コ一、五八
O

十
一
年
三
月
六
、
五
ぎ
一
号
室
一
一
一
=
一
、
ニ
九
六

即
ち
昭
和
七
年
五
月
か
ら
十
一
年
三
月
の
問
に
凶
定
資
産
は
百
十
三
万
国
減
少
し
、
流
動
資
産
は
百
九
十
六
万
闘
を
靖
加
し
た
、
ま
た
七
年
五
月

以
後
外
部
負
債
は
百
六
十
三
万
同
減
、
内
部
負
債
は
二
百
四
十
六
万
四
榊
加
し
た
。

次
に
産
税
の
槍
加
は
七
年
度
来
目
立
っ
て
ゐ
る
。

作

付

反

別

反

什

川

牧

長

(

斤

〉

産

減

依

毅

パ

ル

プ

制

数

作

付

反

別

反

常

牧

量

ハ

斤

)

産

糖

依

数

パ

ル

プ

相

数

七
年
回
、
三
一
九
一
三
一
、
。
一
一
八
一
九
回
、
五
G
O

吉
、
完
八
八
年
回
、
四
台
一
塁
、
四
八
一
一
一
塁
、
=
一
二
一
九
O

、四一。

九

年

五

、

一

号

一

旦

、

=

一
O

八
苦
一
。
、
合
=
一
九
二
一
一
九
回
十
年
五
、
ご
一
六
回
、
ニ
九
五

.

t

z

一
品
、
六
七
五
百
一
、
ュ
善
一

十
一
年
六
、
全
六
一
一
一
、
一
八
六
一
色
ニ
、
老
一
一
一
一
回
、
回
宅

即
ち
利
径
の
中
心
を
な
す
産
減
高
は
七
年
度
の
十
九
万
依
か
ら
十
一
日
干
度
は
品
川
万
依
に
噌
加
し
た
。
な
ほ
愉
唱
産
に
そ
な
へ
て
釧
路
凶
磯
分
内
に
六

百
砲
の
新
工
場
を
建
設
し
、
深
定
羽
り
本
月
か
ら
迩
轄
を
開
始
し
た
の
で
十
一
，
十
二
年
度
の
甜
茶
燃
は
仮
に
反
蛍
り
牧
景
三
千
三
百
斤
と
し
て

阪
料
の
総
牧
量
一
一
一
億
一
一
一
千
五
百
万
徐
斤
、
歩
留
市
出
一
割
四
分
と
し
て
四
十
七
万
依
と
本
年
度
に
比
し
十
七
万
依
の
帯
加
と
な
ら
う
、
依
常
り
の
利

盆
を
内
輪
に
抑
へ
て
二
同
五
十
銭
で
も
砂
糖
だ
け
で
百
廿
万
闘
の
利
盆
、
そ
の
他
パ
ル
プ
利
盆
品
川
万
岡
、
補
助
金
品
川
五
六
万
阿
を
加
へ
れ
ば
百
八

九
十
万
闘
に
淫
す
る
か
ら
椀
込
資
本
金
に
謝
し
て
益
率
は
凶
割
に
上
る
ζ

と

に

な

る

。

〈

昭

和

十

一

年

巾

外

商

業

日

報

v

六
日
目
的
各
地
品
川
府
肥
料
試
験
成
績

(

己

川

町

U

問
題
の
一
つ
は
他
作
物
と
の
闘
係
で

b
っ
て
、
之
を
研
究
す
る
に
は
相
官
材
料
を
纏
め
ね
ば
た
ら
ぬ
か
ら
之
を
他
日
に
譲
る
。
他

の
一
は
今
後
耕
作
面
積
を
損
張
し
早
位
酎
杭
首
り
収
穫
高
を

増
加
し
尚
ほ
生
産
費
を
著
し
く
増
加
せ
や
し
て
漆
糖
北
を
増

2p. 

六一=一、
c
c
o
一

一一一回、
0
0
0
一

一二元一

A， Cコ
~ gヨ

g g 
z三 Cコにコ
三 II 
よ者芸 l悶
l号宣告 I I 

均

乃島ー

略巳

無
肥
料
区
牧
盆

一
ニ
要
素
区
牧
量

検

牧

率

加
し
得
る
飴
地
の
如
何
で
あ
る
。
共
を
測
定
す
る
一
棋
準
と

し
て
施
肥
の
問
題
を
考
へ
て
見
ゃ
う
。

(
宗
輝
総
督
府
中
火
山
肌

究
所
農
業
部
糖
業
科
事
業
概
要
)



北
海
道
各
地
甜
菜
肥
料
コ
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要
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試
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(
日
明
一
時
一
紅
一
向
。
)
ヘ
北
海
道
民
事
試
験
場
J

Z
陳
列
館
解
説
書
、
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グ十北石お
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二九二 六/、 六区ヨ 占ー 里

此
の
結
果
で
見
る
と
蓋
濁
廿
煎
D
成
績
に
比
し
無
肥
料
慌
の
牧
武
の
甚
だ
劣
る
場
合
あ
る
を
知
る
。
北
海
道
甜
菜
の
増
加
の
困
難

な
る
を
知
る
べ
き
で
る
る
。
樺
太
も
亦
同
様
と
岡
山
は
れ
る
。

五

他
の
農
応
加
工
D
例
と
し
て
蓋
崎
町
誌
と
北
海
道
潟
鈴
薯
の
澱
粉
産
出
力
の
比
較
を
し
て
見
ゃ
う
。
此
の
二
作
物
は
他
の
如
何
た

る
作
物
に
も
優
り
て
各
共
風
土
に
遁
臆
せ
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
北
海
道

ρ局
鈴
薯
は
所
前
特
殊
土
壌
た
る
泥
茨
地
。
火
山
次
地
並

び
に
鋸
質
酸
性
土
壌
、
叉
気
候
不
良
た
る
濃
霧
地
帯
・
寒
冷
地
に
で
も
相
官
の
牧
穫
を
得
ら
る
L
も
の
で
あ
る
。

蓋
楠
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中
央
研
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澱
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収
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月月月
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事
時
の
廿
誌
は
六
月
中
旬
播
下
さ
れ
、
北
海
道
の
民
鈴
英
一
は
同
月
下
旬
五
月
上
旬
播
下
さ
れ
る
。
設
で
も
、
華
燭
土
地
が
北
海

道
の
そ
れ
の
こ
佑
の
利
用
を
な
し
得
ら
る
L

と
と
は
明
か
で
あ
る
が
、
殆
ん
ど
同
一
期
間
の
生
育
期
間
の
利
用
と
し
て
は
前
者
に
北

し
後
者
の
澱
粉
産
出
力
は
兆
一
少
で
は
友
い
と
と
を
知
る
に
足
る
。
頃
日
酒
精
原
料
と
し
て
サ
煎
・
甜
菜
@
廿
藷
。
馬
鈴
薯
共
他
の
経

替
が
比
較
さ
れ
、
廿
府
・
作
日
誌
が
趨
し
、
甜
菜
・
馬
鈴
薯
は
不
適
と
さ
れ
た
。
之
れ
寧
ろ
首
然
と
一
五
ふ
べ
き
で
あ
る
。
前
者
が
蚕
崎

原
で
る
り
、
後
者
が
北
海
道
産
な
る
放
で
る
る
。
然
し
乍
ら
従
来
の
経
済
闘
係
よ
り
見
て
非
常
の
場
合
を
除
き
甘
皮
・
廿
誌
と
難
も

共
催
酒
精
原
料
と
し
て
通
営
・
な
り
と
は
考
へ
ら
れ
ぬ
。
甘
服
製
糖
の
副
産
物
た
る
糖
蜜
、
サ
諮
澱
粉
製
造
の
副
原
物
た
る
粕
に
し
て

初
め
て
酒
精
原
料
た
り
得
た
。
馬
鈴
薯
も
、
生
で
疏
茶
山
た
る
が
最
も
高
慣
に
版
頁
せ
ら
る
L
も
の
で
、
共
選
別
岡
山
よ
り
澱
粉
を
製

造
し
、
更
に
共
澱
粉
粕
を
焼
酎
原
料
と
し
て
経
済
が
立
っ
た
も
の
で
あ
る
。

...... 
~、

華
街
水
稲
の
問
題
に
就
て
は
他
に
研
究
者
も
多
く
私
は
別
に
材
料
も
持
た
ぬ
。
前
に
も
述
べ
た
如
く
昼
間
は
原
則
と
し
て
年
二
回

の
杭
作
を
な
し
得
る
。
然
る
に
巾
常
牧
量
か
ら
見
る
た
ら
ば
内
地
の
一
同
分
と
大
差
な
い
。
従
っ
て
一
筒
年
を
通
じ
て
翻
る
4

な
ら
ば

事
問
の
米
作
は
努
力
費
・
種
子
代
等
に
闘
し
て
は
却
っ
て
割
高
と
な
っ
て
居
る
と
云
ふ
。
而
し
て
事
障
の
叩
営
収
量
を
内
地
と
同
一

程
度
に
ま
で
謹
ぜ
し
め
得
る
か
に
就
て
は
本
質
的
疑
問
が
る
る
と
云
ふ
。
華
北
州
農
舎
主
催
で
行
ふ
た
水
和
最
高
牧
民
主
競
作
舎
の
最

高
牧
量
は
巾
営
籾
七
二
e

七
石
、
審
裕
一
平
均
枚
目
章
一
五
四
石
で
、
墓
北
州
一
期
作
平
均
牧
円
五
二
五
石
の
佑
に
は
な
る
。
然
し
之
は
級
で

あ
る
か
ら
玄
米
容
量
と
し
て
は
半
分
で
あ
る
。
官
民
協
合
主
催
で
行
ふ
た
府
防
相
に
於
け
る
多
牧
穫
競
作
で
は
反
首
玄
米
最
高
八
2

問

宜
揺
湾
と
北
海
道
と
の
農
業
上
生
産
カ
の
比
較

六
九



史
論
問
と
北
海
泣
と
の
民
業
上
生
産
力
の
比
較

七
O 

行
、
・
器
官
灯
.
千
均
五
@
一
二
一
ゐ
内
地
一
小
均
で
は
了
九
石
で
あ
る
c

で
は
内
地
平
均
よ
り
相
官
多
く
な
る
こ
と
が
人
表
で
明
ら
か
で
あ
る
。
多
牧
穫
で
は
二
期
作
を
加
へ
で
も
内
地
の
一
作
よ
り
多
く
は

-
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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l
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B 71¥#1在来担種玄米牧王{:
く甲蛍石〉

憂
鳴
門
農
業
論

昭
和
七
年
〉
即
ち
平
均
牧
量
と
し
て
は
二
期

年 次|第一期|第二J911 

明治42年
8，76676 9 6 43五F 9，921 8，4 

例年 8，0 

何年 9，500: 7，510 
大正 2年
3年

4!f-
5年 11，493 
6'1三 11，654 

7与三 11，386 
8年 10，714 
9年 10，633 

10年 11，300 
111.ド 11，957 
12年 11，502 8，094 

131.手 12，445 10，484 
14可ミ 12，482 10，884 
15司ミ 11，793 10，919 

昭和 2!.jo 12，5ザlil勾

叢
間
金
惜
の
水
約
各
期
別
単
位
而
桜
子
均
牧
舵
高
は
B
哀
の
如
く
で
あ
る
。

向
ほ
稲
作
の
盟
凶
に
闘
し
蓋
的
総
督
府
中
央
附
究
所
農
業
部
の
試
験
成
績
(
昭
和
三
年
六
月
)
は
C
表
の
如
く
で
あ
る
。

C 71¥稲在来梗極玄米収量
f反蛍石)

~p 次 zI71 積名
自殺花螺1-1ご脚絡H.

明治421，1' 2.116 1，953 
431.ド 2.170 1，269 
44'9ミ 1，922 1，785 

45:<¥" 1，879 1，611 
大lE2年 1，820 1，968 
3主手 1，804 2，084 

4年 2，027 1，928 
5.~1' 1，959 1，701 
6:'1ミ 2，211 1，953 

7勾ミ 1，463 132320| 1 
日年 !，6fi8 フ01
9年 1，668 1，817 

10"f. 1，542 1，980 
11斗ミ 1，816 1，599 
12"jo 1，759 1，489 

13年 1，910 l，，980 01 
14年 2，127 1.903 
151.1' 1，113 1，573 

昭和 2年 1，702 1，701 

即
ち
革
問
金
惜
の
一
千
均
敢
に
比
し
二
仰
と
な
る
。
之

れ
試
験
場
と
し
て
は
山
u

同
然
で
あ
る
。
豊
凶
の
欣
況
は
大

出
似
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。
此
の
牧
量
は
之
を
合
算
す

る
も
府
牒
農
事
試
験
場
一
年
一
作
の
反
首
牧
量
に
及
ぶ

も
の
で
は
な
い
。

斯
く
、
二
期
を
合
し
た
る
牧
量
と
し
て
は
相
官
優
つ

て
居
て
も
、

一
期
の
収
量
は
湛
だ
少
く
最
高
牧
置
に
於



て
甚
だ
劣
っ
て
居
る
の
は
如
何
な
る
理
由
に
よ
る
で
る
ら
う
か
。
土
地
共
物
の
生
斥
力
が
低
い
の
か
、
農
民
の
勤
勉
度
、
智
力
、
資

本
力
が
足
ら
歩
、
生
産
力
を
登
輝
せ
ぬ
の
で
あ
る
か
、
此
の
問
題
の
分
析
は
困
難
で
あ
る
が
、
先
づ
肥
料
試
験
の
結
果
に
徴
し
て
見

ゃ
う
。

華
南
州
立
農
事
試
験
場
(
昭
和
九
年
度
年
報
)
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之
で
見
る
と
草
間
土
壌
全
般
で
は
勿
論
泣
い
が
、
概
し
て
内
町
議
快
乏
が
多
い
の
で
、
燐
般
加
里
は
比
較
的
型
作
川
だ
か
ら
土
性
共
物

(
ヘ
ク

9

1
ル
キ
ロ
グ
ラ
ム
)

と
し
て
は
良
好
と
一
五
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
耽
表
巾
一
部
に
無
燐
般
匝
収
量
の
甚
だ
劣
れ
る
も
の
あ
る
は
特
殊
の
不
良
土
壌
で
あ
る
。
之

を
除
け
ば
、
コ
一
一
要
素
完
全
軍
と
無
肥
料
匿
と
の
い
を
は
兆
一
大
で
は
な
く
、
地
味
は
相
官
盟
市
な
る
を
知
る
に
足
る
。

私
は
昭
和
十
一
年
末
盗
品
開
に
赴
き
、
三
週
間
選
北
に
滞
在
し
、

一
週
間
西
部
南
北
を
膝
行
し
た
。
私
が
此
短
期
間
の
轡
見
と
多
少
の
統
計
材
料



の
加
工
に
よ
っ
て
、
選
掛
川
良
業
を
検
討
せ
ん
と
す
る
如
き
は
、
会
一
〈
大
そ
れ
た
考
へ
で
あ
る
。
而
も
そ
れ
を
敢
て
す
る
所
以
は
、
初
印
象
な
る
も

の
は
必
ず
し
も
棄
て
た
も
の
で
な
い
と
云
ふ
絞
験
的
信
念
と
、
折
角
翠
湾
に
行
っ
た
の
だ
か
ら
御
土
産
を
と
一
誌
は
れ
る
編
持
者
の
奨
め
が
あ
っ
た

か
ら
に
外
な
ら
ぬ
っ
加
之
短
期
間
に
詩
上
げ
た
か
ら
一
課
謬
な
き
こ
と
も
保
せ
ら
れ
ぬ
e

私
が
「
日
本
民
業
の
刷
出
削
点
」
巾
・
・
に
舎
い
た
「
北
海
道
及
川
伴

大
股
業
の
展
望
」
の
段
業
地
川
町
的
研
究
の
立
場
を
以
て
比
較
研
究
を
試
み
た
こ
と
を
御
許
を
乞
ふ
。

先
き
の
経
済
問
を
貨
際
に
郎
し
更
に
鎖
張
し
緯
度
関
係
で
別
け
る
と
露
領
の
北
梓
太
と
沿
海
洲
・
北
浦
・
北
鮮
が
北
海
道
・
持
大
に
は
近
〈
、

南
支
・
比
賓
待
更
に
布
佐
・
眠
時
ん
・
海
峡
植
民
地
日
常
の
南
洋
が
蓋
湾
に
は
近
い
の
で
あ
る
。
或
は
北
海
泣
・
林
太
は
浪
幣
北
部
宏
一
常
に
通
じ
沖
縄

京
湾
は
温
幣
南
部
熱
帯
に
遁
ず
る
の
で
あ
る
。

筆
者
は
一
段
構
内
を
訪
れ
、
同
地
内
官
民
が
南
洋
を
研
究
せ
る
も
の
多
き
を
見
、
五
回
人
北
海
道
・
梓
大
人
が
北
地
を
向
ほ
深
く
研
究
す
る
必
要
を
感

じ
た
も
の
で
あ
る
。

仰
護
濁
滞
在
中
御
厄
介
を
掛
け
た
夜
湾
総
督
府
、
長
北
静
岡
大
向
学
特
に
開
皮
肉
小
部
其
他
京
海
各
地
の
諸
民
に
厚
〈
御
躍
を
山
中
上
げ
る
。

仰
本
稿
が
、
農
業
技
術
論
に
傾
き
、
続
済
法
制
約
研
究
に
及
ば
な
か
っ
た
こ
と
は
、
法
絡
ん
wu
論
議
に
は
過
し
か
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
其
の

研
究
は
他
日
に
一
議
る
と
と
に
し
た
駄
を
許
さ
れ
た
い
。

(
昭
和
一
二
・
二
・
一
五
)

護
措
仰
と
北
海
道
と
の
農
業
上
生
産
力
の
比
較
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